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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第52期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 2,671,178 2,400,075 9,275,033

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△86,763 93,100 281,883

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△100,556 97,028 75,936

純資産額（千円） － 2,620,571 2,744,899

総資産額（千円） － 7,927,827 7,230,652

１株当たり純資産額（円） － 630.30 660.04

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△24.18 23.34 18.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － ―

自己資本比率（％） － 33.1 38.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
506,055 － △185,949

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
91,916 － 60,501

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△518,261 － 144,663

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 319,927 240,216

従業員数（人） － 80 79

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　第53期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び第52期の潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４　第53期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がな

く、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

５　従業員数は、就業人員数を表示しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 80  

　（注）　従業員数は、就業人員であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 74  

　（注）　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため、「生産の状況」は記載しておりません。

(1）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

受注高（千円）

建設工事業 2,961,200

その他の事業 ―

合計 2,961,200

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）売上実績

　当第２四半期連結会計期間における売上実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

売上高（千円）

建設工事業 2,396,302

その他の事業 3,772

合計 2,400,075

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間の取引については相殺消去しております。

３　建設工事業の売上総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の売上高及びその割合は、次のとおりであり

ます。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

売上高（千円） 割合（％）

鹿島建設株式会社 1,132,024 47.2

(3）売上にかかる季節的変動について

　当社グループの主たる業務である建設工事業において、通常の事業の形態として第４四半期連結会計期間に完成

する工事の割合が大きいため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間と第４四半期連結会計期間と

の間には著しい相違があり、売上高については季節的変動があります。

EDINET提出書類

株式会社マサル(E00254)

四半期報告書

 4/23



（参考）提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。

受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高

期別 工事種別
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越工事高（千円）
期中
施工高
（千円）手持工事高

うち施工高
（％）　（千円）

当第２四半期

会計期間

自　平成20年

７月１日

至　平成20年

９月30日

シーリング工事 3,571,005 1,916,346 5,487,351 1,023,055 4,464,296 74.3 3,315,183 1,299,045

リニューアル工事 2,459,813 757,576 3,217,389 1,177,602 2,039,787 56.4 1,150,684 612,029

その他の防水工事

等
884,918 287,278 1,172,196 195,645 976,551 66.8 652,212 368,619

計 6,915,736 2,961,200 9,876,936 2,396,302 7,480,634 68.4 5,118,079 2,279,693

第52期

自　平成19年

４月１日

至　平成20年

３月31日

シーリング工事 2,988,951 4,518,144 7,507,095 5,253,015 2,254,080 86.5 1,949,237 5,053,565

リニューアル工事 1,368,036 3,597,823 4,965,859 3,296,818 1,669,041 53.4 890,795 3,412,492

その他の防水工事

等
417,923 871,599 1,289,522 693,698 595,824 48.6 289,301 743,712

計 4,774,910 8,987,566 13,762,476 9,243,531 4,518,945 69.2 3,129,333 9,209,769

　（注）１　前期以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額に増減があるものについては、期中受注工事高にその

増減額を含んでおります。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２　期末繰越工事高の施工高は未成工事支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。

３　期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越施工高－前期繰越施工高）に一致しております。

４　「その他の防水工事等」とは、地下防水工事、塗膜防水工事、屋上防水工事等の工事であります。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の概況

　当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、原油や原材料価格の高騰による企業収益の悪化、物価の上昇や所得環

境への不安などによる個人消費の減速が続いたほか、期の後半には米国に端を発した世界的な金融市場の混乱が生

じ、株価や為替相場の急激な変動を招くなど、経済の先行きに対する不透明感が一気に広がり、景気の減速傾向が一

段と強まりました。

　建設業界におきましては、公共投資の減少傾向は依然として続き、民間投資も金融不安の影響によるマンションデ

ベロッパーの新規事業見直しや企業収益悪化に伴う設備投資抑制など、競争環境は続き厳しさを増す中で推移しま

した。

　このような事業環境のもと、当社グループは、受注目標の達成に向けて営業体制の効率化と拡充を図り、また、仕入

材価格上昇の影響を抑えるための工事原価圧縮を推進するなど収益力の向上に努めました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の受注高につきましては、29億61百万円となりました。売上高は24億円、営業

利益90百万円、経常利益93百万円、四半期純利益97百万円となりました。

　なお、当社グループの主たる業務である建設工事業の売上高は、通常の事業の形態として第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、業績に季節的変動があります。

　　　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（建設工事業）

　金融不安の影響によりマンション等住宅関連の新規事業見直し、景況感の鈍化や企業収益の悪化に伴う設備投資

抑制など受注環境は厳しい状況にあますが、当第２四半期会計期間の受注高は29億61百万円となりました。売上高

につきましては23億96百万円となりました。

（その他の事業）

　建築資機材の賃貸・販売に関する事業とグラフィックス事業でグループ内取引が大半を占めておりますが、その

額は当第２四半期会計期間の売上高は３百万円と少額であります。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前四半期会計期間末に比べて13百万円増加

し３億19百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　四半期純利益の計上や未成工事支出金の減少などで資金増加がありましたが、売上債権の増加や仕入債務の減少

などで資金減少もあり、30百万円のマイナスとなりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　保険積立金の解約や敷金保証金の回収などにより、77百万円のプラスとなりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　長期借入金の返済などにより33百万円のマイナスとなりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5,232千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

特記事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,300,000

計 17,300,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成20年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,505,757 4,505,757 ジャスダック証券取引所

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式

計 4,505,757 4,505,757 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高

(千円)

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 4,505,757 － 885,697 － 1,261,600
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合 (％)

株式会社操上 東京都練馬区貫井三丁目12番１－114号 900 19.97

株式会社苅谷 千葉県船橋市新高根六丁目14番15号 640 14.20

苅谷　純 千葉県船橋市 202 4.49

マサル協力企業持株会 東京都江東区佐賀一丁目９番14号 197 4.39

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 188 4.19

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 129 2.87

マサル従業員持株会 東京都江東区佐賀一丁目９番14号 109 2.44

野口興産株式会社 東京都練馬区豊玉北二丁目16番14号 100 2.22

化研マテリアル株式会社 東京都港区西新橋二丁目35番６号 100 2.22

フヨー株式会社 東京都墨田区横川四丁目10番９号 100 2.22

計 － 2,667 59.21

　   (注) 　上記のほか当社所有の自己株式348,090株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.73％）を所有しており

ます。

EDINET提出書類

株式会社マサル(E00254)

四半期報告書

 9/23



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式 (自己株式等) － － －

議決権制限株式 (その他) － － －

完全議決権株式 (自己株式等)
 (自己保有株式)

普通株式　 348,000
－

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式

完全議決権株式 (その他) 普通株式 4,138,000 4,138 同上

単元未満株式 普通株式    19,757 － 同上

発行済株式総数          4,505,757 － －

総株主の議決権 － 4,138 －

　 (注) １　「完全議決権株式 (その他) 」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が40,000株 (議決権40個) 含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が90株含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
　株式数
（株）

他人名義所有
　株式数
（株）

所有株式数の　
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マサル

東京都江東区佐賀
一丁目９番14号 348,000 － 348,000 7.72

計 － 348,000 － 348,000 7.72

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 252 325 328 350 398 326

最低（円） 205 248 290 315 275 296

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 796,185 716,431

受取手形・完成工事未収入金等 1,035,947 2,049,587

未成工事支出金 4,500,078 2,743,097

材料貯蔵品 9,753 10,219

その他 266,375 285,694

貸倒引当金 △1,363 △8,234

流動資産合計 6,606,975 5,796,795

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 221,050

※
 222,743

土地 551,163 551,163

その他（純額） ※
 42,920

※
 47,820

有形固定資産計 815,134 821,727

無形固定資産

ソフトウエア 4,303 4,301

その他 20,549 20,558

無形固定資産計 24,853 24,859

投資その他の資産

投資有価証券 154,535 151,978

その他 373,180 491,746

貸倒引当金 △46,851 △56,456

投資その他の資産計 480,864 587,269

固定資産合計 1,320,851 1,433,856

資産合計 7,927,827 7,230,652
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,326,233 1,451,037

短期借入金 946,000 1,283,900

未払法人税等 5,090 5,200

未成工事受入金 2,438,283 949,924

賞与引当金 42,883 55,021

その他の引当金 11,463 21,521

その他 32,491 57,990

流動負債合計 4,802,445 3,824,595

固定負債

長期借入金 426,300 581,400

負ののれん 6,240 7,488

その他 72,269 72,269

固定負債合計 504,810 661,158

負債合計 5,307,256 4,485,753

純資産の部

株主資本

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,263,412 1,263,412

利益剰余金 590,551 716,059

自己株式 △124,195 △123,886

株主資本合計 2,615,464 2,741,282

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,106 3,616

評価・換算差額等合計 5,106 3,616

純資産合計 2,620,571 2,744,899

負債純資産合計 7,927,827 7,230,652
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 ※
 2,671,178

完成工事原価 ※
 2,324,215

完成工事総利益 346,962

販売費及び一般管理費

役員報酬 48,780

従業員給料手当 162,273

賞与引当金繰入額 34,883

退職給付費用 7,391

減価償却費 9,399

その他の販売費及び一般管理費 170,132

販売費及び一般管理費合計 432,860

営業損失（△） △85,898

営業外収益

受取利息 3,373

受取配当金 760

負ののれん償却額 1,248

材料報奨金 12,958

その他 10,150

営業外収益合計 28,491

営業外費用

支払利息 17,444

手形売却損 8,414

その他 3,498

営業外費用合計 29,356

経常損失（△） △86,763

特別利益

貸倒引当金戻入額 16,476

特別利益合計 16,476

税金等調整前四半期純損失（△） △70,287

法人税、住民税及び事業税 2,060

法人税等調整額 28,208

法人税等合計 30,268

四半期純損失（△） △100,556
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 ※
 2,400,075

完成工事原価 ※
 2,099,823

完成工事総利益 300,251

販売費及び一般管理費

役員報酬 24,840

従業員給料手当 80,304

賞与引当金繰入額 14,441

退職給付費用 3,739

減価償却費 4,902

その他の販売費及び一般管理費 81,264

販売費及び一般管理費合計 209,492

営業利益 90,759

営業外収益

受取利息 2,498

受取配当金 15

負ののれん償却額 624

材料報奨金 6,653

その他 5,289

営業外収益合計 15,080

営業外費用

支払利息 7,099

手形売却損 3,475

その他 2,165

営業外費用合計 12,739

経常利益 93,100

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,446

特別利益合計 2,446

税金等調整前四半期純利益 95,546

法人税、住民税及び事業税 1,030

法人税等調整額 △2,511

法人税等合計 △1,481

四半期純利益 97,028
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △70,287

減価償却費 14,941

負ののれん償却額 △1,248

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,476

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,590

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,138

工事損失引当金の増減額（△は減少） 4,890

受取利息及び受取配当金 △4,134

支払利息 17,444

売上債権の増減額（△は増加） 1,013,640

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,756,981

たな卸資産の増減額（△は増加） 466

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,708

仕入債務の増減額（△は減少） △147,765

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,488,358

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,271

その他 △236

小計 521,863

利息及び配当金の受取額 4,338

利息の支払額 △14,946

法人税等の支払額 △5,200

営業活動によるキャッシュ・フロー 506,055

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,274

会員権の売却による収入 15,670

貸付けによる支出 △5,400

貸付金の回収による収入 795

保険積立金の積立による支出 △10,418

保険積立金の解約による収入 85,281

敷金及び保証金の回収による収入 13,935

その他 △672

投資活動によるキャッシュ・フロー 91,916

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △274,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △319,000

自己株式の取得による支出 △309

配当金の支払額 △24,952

財務活動によるキャッシュ・フロー △518,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 79,710

現金及び現金同等物の期首残高 240,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 319,927
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準

　材料貯蔵品については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平

成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均

法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）により、算定しております

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１　一般債権の貸倒見積高

の算定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計

年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。

２　法人税等並びに繰延税

金資産及び繰延税金負債

の算定方法

　法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や

税額控除項目を重要なものに限定する方法によっておりま

す。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年

度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方

法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額　　　　 425,470千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　　　411,603千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　当社グループの主たる業務である建設工事業において、

通常の事業の形態として第４四半期連結会計期間に完

成する工事の割合が大きいため、第１四半期連結会計

期間から第３四半期連結会計期間と第４四半期連結会

計期間との間には著しい相違があり、完成工事高及び

完成工事原価については季節的変動があります。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　当社グループの主たる業務である建設工事業において、

通常の事業の形態として第４四半期連結会計期間に完

成する工事の割合が大きいため、第１四半期連結会計

期間から第３四半期連結会計期間と第４四半期連結会

計期間との間には著しい相違があり、完成工事高及び

完成工事原価については季節的変動があります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日)

現金預金勘定    796,185千円
預入期間が３か月を超える
定期預金等

△476,257千円

現金及び現金同等物     319,927千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　4,505,757株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　348,090株　

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 (決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円) 基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月24日
定時株主総会

普通株式 24,952 6.0 平成20年3月31日 平成20年6月25日  利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間
末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
建設工事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,396,302 3,772 2,400,075 ― 2,400,075

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
― 23,115 23,115 (23,115) ―

計 2,396,302 26,887 2,423,190 (23,115) 2,400,075

営業利益又は営業損失（△） 99,222 △5,005 94,217 (3,457) 90,759

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
建設工事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,660,502 10,675 2,671,178 ― 2,671,178

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
― 45,762 45,762 (45,762) ―

計 2,660,502 56,437 2,716,940 (45,762) 2,671,178

営業損失（△） △61,831 △9,649 △71,480 (14,417) △85,898

　（注）１　事業の区分は、日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

２　各区分に属する主要な事業の内容

(1）建設工事業・・・・建物外壁防水工事、改修工事、その他防水工事等に関する事業

(2）その他の事業・・・建築資機材の賃貸・販売に関する事業及びグラフィックスフィルムのデザインの

企画・設計・制作・販売・施工に関する事業

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　海外売上高がないため、記載しておりません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マサル(E00254)

四半期報告書

20/23



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 630.30円 １株当たり純資産額 660.04円

２．１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額（△）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △24.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益額 23.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△100,556 97,028

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

金額（△）（千円）
△100,556 97,028

期中平均株式数（株） 4,158,067 4,157,734

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について通常の賃貸借

取引にかかる方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計

年度に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

株式会社マサル

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 池内　弘志　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マサルの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マサル及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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